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化学安全スクーリング 2011 報告
一化学実験室における安全管理指導者の養成 に参加して
会期平成23年8月8日 (月)-9日ωο
会場 化学会館会議室(東京都千代田区神田駿荷台卜5)
募集人員 50名
工学部技術部 二室岡田文男
参加者 48名 大学・高専・高校 13名、公的機関 4名、企業 31名
主催 日本化学会環境 ・安全推進委員会
対象
化学実験をおとなう大学、研究所等の安全管理担当者、指導者。化学のみならず広く科学分野で実験
活動および実験施設に関わる大学 ・研究所の研究者 ・学生ならびに技術職員。化学企業の研究所、プラ
ント、生産現場で安全管理に関わるすべての者。
趣旨
本スクリーニングは、化学実験に関わる安全と衛生
に関して総合的に学ぶ講習会である。安全・衛生管理
の基本から、事故事例やヒヤリハット、そこから導き
出される教訓と、改善や安全教育のあり方、化学物質
の潜在危険と取扱方法、救急対処法などについて、最
新情報をもとに多角的な視点からの解説があった。
大学での事例を中心に、応用事例や最近のトピック
スを交えながら、いかに災害を減らすかを目的に開催
された。
スケジュールについて
8月8日(月) 10: 00-17 : 10 
講演1安全の基本
(横浜国大環境情報)大谷英雄
講演2事故事例と教訓 化学実験における事故と化学物質の取扱い
講演3化学物質の潜在エネルギー危険とその取扱い
講演4化学物質における混合危険と具体的事例
講演5化学物質の毒性と予防および救急
16: 25-17 : 10
意見交換会(質疑応答)
(消防研セ)古積 博
(労働安全衛生総研)安藤隆之
(産総研爆発安全研究コア)松永猛裕
(東大環境安全)刈問理介
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8月9日(火) 10:10-16:30 
講演6実験環境・器具・装置と燥作の安全
講演7廃棄物の安全処理
(東大工 ・環境安全)土橋 律
(東大環境:安全)布浦鉄兵
講演8実験研究における安全管理と危機管理
(東工大総合安全管理セ ・元三菱化学)小山富士雄
講演9電子材料実験室での安全管理
(産総研)堀口貞葱
意見交換会(質疑応答)
スヴリ 二ンゲに参加して感じたこと
講師の方々がほとんど大学関係者であったため、その事例が大学での事が多く身近に感じられた。
特に、火災、事故に関して多くの事例が紹介されたが、傾向として
q特殊な原因で起こることも多いが、ありふれた原因で起こる場合の方が多い
②化学物質の廃棄中に多く、学生が被害に合ふさらに、夜間の単独実験干、化学物質に関する知識が
不足していることが原因の一つである
③単独での実験では、事故時に助けてくれる者がいないため被害が大きくなる等
以上の事項は、基本的に化学薬品・ガス等に関して、危険性の認識や取扱いに関する知識が不足して
いることが大きな要因であること。
さらに、普段からの対応(消火器の準備、保護具・保護メガネ、白衣の着用、安全シャワ一等の設置)
の重要さを感じた。また、大学の特徴として、未知の反応・実験操作が行われることも多く、短期間で
異動する人員も多いため、引き継ぎが不確実になりやすいことがあげられた。
先の 3.1の災害に絡んで、ガスボンベの管理(保管)の重要さが講演で論じられた。当然ではあるが
災害時の被害状況が保管状態により大きな差が出ていた.ボンベスタンドの使用、または実験台、柱、
壁ぎわに直立させ丈夫なパンドや鎖等で 2ケ所を止め、転倒しないように処置されていない研究室では
ボンべにより大きな被害が生じたこと、特に、床にボンベを寝かして保管しであった場合は「億の価格
の測定機器を破損j させたことが紹介された。(わずかな出費を惜しんだために大きな損害を出した講
演者談)
大学での災害を滅らすために
研修を受けて、その内容を報告するだけではなく、実践することが重要であり、その例として
O広報活動(情報の提供)を中心とした取組では、
福井大学の学生、教職員等、 研究・教育および労働している人達が安全に業務遂行できるように、
.安全衛生に関する講習会の開催
・化学物質、ボンベの管理システムの導入による適正管理(運営中)
.学内の作業環境測定とその結果への対応
-事故発生状況の公開と、その原因と対応・改善(事故対応マニュアノレの作成)
・外部のイベント活動に参加し、情報の収集
等を実施することで、地道に安全衛生に関しての意識と知識を高め、リスクを軽減することが重要
であると感じた。
